
   

  

 

座

談
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高
齢
者
生
協
の
歴
史
（
高
齢
者

生
協
づ
く
り
）
に
つ
い
て 

高
齢
者
生
協
は
、
一
九
九
〇
年
代
前
半

に
、
高
齢
協
を
つ
く
ろ
う
と
日
本
勤
労
者

協
同
組
合
連
合
会
の
呼
び
か
け
で
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
す
。 

日
本
が
高
齢
社
会
に
向
か
う
状
況
の

中
で
、
労
働
者
協
同
組
合
の
中
で
も
一
緒

に
働
く
仲
間
の
高
齢
化
と
退
職
と
い
う

課
題
が
浮
上
し
て
い
ま
し
た
。 

 

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
、
し
な
い
」「
元
気
な
高
齢
者
が
も
っ

と
元
気
に
」。 

そ
こ
で
「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
し

な
い
」「
元
気
な
高
齢
者
が
も
っ
と
元
気

に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
自
分
た
ち
の
手

で
、
豊
か
な
高
齢
期
を
つ
く
り
だ
そ
う
と

訴
え
た
の
が
、
互
い
に
支
え
合
う
組
織
と

し
て
の
「
高
齢
者
協
同
組
合
」
で
し
た
。 

 
日
本
が
高
齢
社
会
（
高
齢
者
人
口
一
四

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
）
に
突
入
し
た
の
は
一

九
九
四
年
で
す
。 

労
働
者
協
同
組
合
の
こ
の
呼
び
か
け

は
、
時
代
背
景
に
も
合
致
し
て
、
多
く
の

人
や
団
体
に
共
感
の
輪
を
広
げ
、
全
国
に

設
立
運
動
が
広
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

初
め
て
の
「
高
齢
協
」
が
三
重
県
で
誕

生
し
た
の
は
一
九
九
五
年
。 

第
一
号
の
高
齢
協
は
、
一
九
九
五
年
に

三
重
県
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
齢
協

の
設
立
運
動
を
担
っ
た
の
は
、
労
働
者
協

同
組
合
で
す
が
、
障
が
い
者
運
動
や
、
購

買
生
協
の
活
動
、
市
民
運
動
を
背
景
に
立

ち
あ
が
っ
た
高
齢
協
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

高
齢
協
の
主
事
業
は
介
護
保
険
事
業
。 

多
く
の
高
齢
協
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
導

入
さ
れ
た
介
護
保
険
事
業
に
関
わ
り
、
法

人
格
と
し
て
は
、
生
協
法
人
格
を
選
択

し
、「
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
生
協
の
事
業
活
動
の
九
割

が
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
に
関
わ

る
活
動
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
踏
ま
え
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

福
祉
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
多
様
な

福
祉
課
題
に
向
き
合
い
、
地
域
の

人
々
と
共
に
力
を
携
え
、
必
要
と
さ

れ
る
多
様
な
福
祉
事
業
・
福
祉
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 ２０２1年 ８月 １日 発行   年間購読料１２００円 発行責任者 日下聰徳 
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http://www.kagawa-koureikyou.org/   FAX 087-899-6312  

    今月のお知らせ   

●総代会報告 

●地域活動委員会報告 

●理事会報告 

●「さんぽ会」スケジュール 

●健康のページ 

●夏の暮らしのヒント集 

●エッセー 

●8・9 月の予定 〒761-1705 高松市香川町川東下 1190-1  ＴＥＬ  087-899-6311 

http://www.kagawa-koureikyou.org/
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2021年度第23回通常総代会・第7回定時社員総会が開催されました。 

今年度の総代会も、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の多大なる影響により、皆

さまの安全を確保するためにも「議決権行使書」提出による参加とし、総代代表と役員に限っ

ての最少の人数で開催いたしました。 
 

日 程  2021年6月27日(日) 10：30～ 

場 所  ルポール讃岐 高松市中野町23-23 

□全総代数 105名 

□出席総代数  本人出席10名 委任代理人出席8名 議決権行使出席55名 

司会 伊賀昌吾 

議長 平尾彰浩 副議長 森岡秦生 

まず、青梅理事長の開会挨拶で、今期の大幅な増収増益に対し感謝のお言葉がありました。 

議案提案では、最初に2020年度の活動報告・決算報告・監査報告 

2021年度の活動方針・収支予算の報告、提案がされました。 

第6号議案では、定款変更の件について  

第7号議案 みなし自由脱退に関する規約の制定  

第8号議案 役員報酬限度額設定の件  

第9号議案 議案効力発生の件が提案されました。 

その結果、提案された全ての議案が全会一致・賛成多数で可決･承認されました。 

総代会で承認された方針に基づき、役員一同、決意新たに推進していく所存ですので、今後

ともご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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記 
（重任） 

理事長  青梅 スミ江（代表理事）   理事   善林 功 

副理事長 池田 亜葵子         理事   宮川 芳幸 

副理事長 土肥 世樹          理事   小若 裕  

副理事長 伊賀 昌吾          理事   川西 純一 

専務理事 松本 静香          理事   眞鍋 良彦 

理事   河井 徳夫          理事   堤  敬介 

理事   木村 文宣          理事   津田 博三 

理事   宮崎 孝夫          理事   三宅 章夫 

理事   行成 輝見          理事   宮本 明美 

（重任） 

監事   杉本 知美          監事(員外) 井原 惣七 

監事(員外）篠崎 文雄 

           「役員（理事 18名、監事 3名）」 以上 

 

 引き続き、第7回定時社員総会では、善林 功が議長を務め提案された全ての議案が全会一

致・賛成多数で可決･承認されました。 

第6号議案の定款の追加変更として事業の目的事項に【有料職業紹介事業】と【運転代行事業】

を追加承認されました。 
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地
域
活
動 

 
 

 

  
 

 

七
月
十
四
日
（
水
） 

南
部
地
域
活
動
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
、
「
ひ
だ
ま
り
村
」

近
く
の
法
面
の
伐
採
作
業
を

行
い
ま
し
た
。 

 
 

 

   

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

「
ひ
だ
ま
り
村
」（
香
川
町
川
東
下
）

の
西
側
の
雑
木
林
の
樹
木
が
大
き

く
成
長
し
、
通
行
の
邪
魔
に
な
る
た

め
、
南
部
地
域
活
動
委
員
会
（
津
田

博
三
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー
八
名
が
伐

採
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

伐
採
作
業
は
、
高
所
作
業
車
を
依

頼
し
た
本
格
的
な
も
の
で
、
大
き
く

伸
び
て
枝
を
張
っ
て
い
た
樹
木
が
、

作
業
が
終
わ
る
と
す
っ
き
り
。
道
路

が
広
く
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

後
日
、
近
隣
に
住
む
人
た
ち
か
ら
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

南
部
地
域
活
動
委
員
会
の
み
な

さ
ん
、
当
日
は
炎
天
下
の
な
か
、
ほ

ん
と
う
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

暑
く
て
も
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
！ 

 

 

高所作業

車が活躍

顔負け！ 



   

 

 

理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

 

 
 令

和
三
年
度 

第
一
回
理
事
会 

 

令
和
三
年
七
月
十
六
日
（
金
）
開
催 

 
 
 
 

審
議
検
討
事
項 

□
第
二
十
三
回
通
常
総
代
会
の
評
価
・

反
省
に
つ
い
て 

 

今
回
の
総
代
会
開
催
に
つ
い
て
の
評

価
・
反
省
な
ど
次
期
開
催
時
に
お
い

て
の
定
時
社
員
総
会
の
開
催
時
期
変

更
（
案
）
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

□
福
祉
事
業
と
支
援
協
会
各
事
業
の
現

状
と
課
題
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

報
告
事
項 

▽
五
月
度
次
損
益
状
況
（
生
協
・
支
援
） 

 

 

と
各
事
業
所
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

▽
牟
礼
ひ
だ
ま
り
移
転
の
進
捗
報
告
。 

▽
コ
ロ
ナ
対
策
の
状
況
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

▽
い
き
が
い
事
業
部
・
地
域
活
動
委
員

会
・
西
讃
地
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
活

動
報
告
と
今
後
の
予
定
行
事
の
確
認

を
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

香
川
高
齢
協
の
組
織
状
況 

▽
組
合
員
数
二
，
六
一
六
名 

出
資
金
額
一
五
，
四
一
〇
千
円
（
二
〇

二
一
年
六
月
末
現
在
） 

  

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
！ 

 
 

 
 
 

 

 

 

「
夢
を
見
る
会
」 

総
会
の
お
知
ら
せ 

★
日 

時 

九
月
六
日
（月
） 

 
 
 

午
前
十
一
時
三
十
分
～ 

午
後

一
時 

★
場 

所 

美
味
休
心 

高
松
市
木
太 

 

 
 
 

町
六
区
二
六
八
七
の
一 

★
電 

話 

〇
八
七―

八
三
四―

四

一
七
七 

★
会 

費 

五
百
円 

★
連
絡
先 

 

 

会 
 

長 

木
村 

〇
九
〇―

四
五

〇
一―

三
四
二
三 

 

副
会
長 

坂
口 

〇
九
〇―

一
三 

二
八―

八
八
三
三 

 エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
、
室
内
温
度
を
快

適
に
！ 
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8・9月のさんぽ会・里山ウオークスケジュール 

◆さんぽ会 

1 しまなみ海道と尾道散策 

★日  時 9月 26日（日） 午前 7時 30分～5時 30分予定 

★集合場所 午前 7時 30分 ＪＡ木太 午前 8時 ハローズ仏生山 

★参加費  １万円（バス代・高速料金・昼食代込） 

※バス会社と交渉中のため、集合時間・参加費は変更の可能性あり。詳細は各担当者か

ら連絡します。 

2 ８月はお休みです。 

 

◆里山ウオーク 

1 ８月は瓶ケ森登山。 

2 ９月はお休みです。 

※県外遠征は今回にて終了。10月～3月で讃岐七富士と十瓶山に再度登る予定です。   

                    

  

 

生活支援・プラットフォーム事業部からのお知らせ  

家電販売・電気工事等の業者数社との協力で「まんでがん香川」を運営してき

ましたが、この度、協力関係解消の運びとなりましたのでお知らせいたします。 

 

   暮しのお困りごとは、仕事おこし事業部へ 

★お庭の草刈り・剪定★網戸や障子の張り替え  

★換気扇の掃除★家具の移動★お墓の掃除 など     

何でもご相談を！ 

０８０－２８５１－４３３６（土肥）０８０－２９９０－４５８６（森岡） 
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福
祉
事
業
部
か
ら 

こ
ん
な
準
備
し
て
ま
す
か
？ 

い
つ
か
必
要
に
な
る
こ
と
で
す
か
ら 

介
護
の
窓
口
は
誰
に
す
る

介
護
は
自
宅
？
施
設
？ 

別
居
家
族
は
ど
う
見
守
り
を
す

る
？ 

介
護
費
用
に
つ
い
て 

 

家
族
み
ん
な
で
元
気
な
う
ち
に
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

暮
ら
し
の
中
の
花 

ひ
ま
わ
り 

 
 

 

 

ヒ
マ
ワ
リ
（
日
向
葵
）
は
、
キ
ク
科
の

一
年
草
で
、
日
回
り
、
日
輪
草
、
日
車
草
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
ソ
レ
イ
ユ
（
太
陽
）
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
種
実
は
食
料
や
油
に
。 

ヒ
マ
ワ
リ
の
花
は
舌
状
花
（
ぜ
つ
じ
ょ

う
か
）
で
、
花
び
ら
は
一
枚
ず
つ
独
立
し

て
い
る
。 

真
夏
の
太
陽
に
も
負
け
ず
、
大
輪
の
花

を
咲
か
す
ヒ
マ
ワ
リ
に
は
、
ど
う
し
て
も

強
い
花
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
が
、

一
九
七
〇
年
公
開
の
イ
タ
リ
ア
映
画
『
ひ

ま
わ
り
』
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
し

た
。 マ

ル
チ
ェ
ロ
・
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
と
ソ

フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
主
演
、
舞
台
は
第
二

次
世
界
大
戦
終
結
後
の
イ
タ
リ
ア
。
出
征

し
た
ま
ま
帰
っ
て
来
な
い
夫
を
探
す
ソ

フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
演
じ
る
ジ
ョ
バ
ン
ナ

と
夫
ア
ン
ト
ニ
オ
を
演
じ
る
マ
ル
チ
ェ

ロ
・
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
。 

北
の
大
地
を
夫
の
消
息
を
求
め
て
旅

す
る
ジ
ョ
バ
ン
ナ
の
乗
っ
た
汽
車
が
、
果

て
し
な
く
続
く
ヒ
マ
ワ
リ
畑
を
ど
こ
ま

で
も
走
り
続
け
る
。 

ジ
ョ
バ
ン
ナ
の
悲
し
み
を
映
し
た
よ

う
な
寂
し
い
ヒ
マ
ワ
リ
畑
に
、
南
国
の
明

る
い
太
陽
の
下
で
咲
く
ヒ
マ
ワ
リ
の
イ

メ
ー
ジ
が
覆
る
。
ふ
た
り
の
結
末
は
？
ぜ

ひ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
観
て
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の

方
も
そ
う
で
な
い
方
も
。 
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暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト 

 

夏
は
マ
ダ
ニ
に
要
注
意
！ 

 
 

 

マ
ダ
ニ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
っ

て
い
ま
す
。 

お
盆
の
お
墓
参
り
の
季
節
で
す
が
、
つ

い
こ
の
間
、
香
川
県
内
で
マ
ダ
ニ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
七
十
代
の
男
性
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。 

マ
ダ
ニ
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
山

や
庭
な
ど
の
草
む
ら
で
繫
殖
。
人
や
動
物

に
く
っ
つ
い
て
血
を
吸
い
ま
す
が
、
ウ
イ

ル
ス
を
持
っ
た
マ
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
る
と
、

と
き
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
と
て
も

怖
い
も
の
で
す
。 

感
染
症
の
決
定
的
な
治
療
法
が
な
い

た
め
、
発
症
す
る
と
死
に
至
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
ま
ず
は
マ
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
な
い

よ
う
徹
底
し
た
対
策
が
必
要
で
す
。 

 マ
ダ
ニ
予
防
は
？ 

マ
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
、
草
む
ら
に
入
る
と
き
に
は
手
袋
と

靴
下
な
ど
で
手
足
の
肌
を
露
出
し
な
い

こ
と
で
す
。
お
盆
の
お
墓
参
り
や
庭
の
草

刈
り
時
に
は
と
く
に
注
意
を
！
自
宅
の

庭
に
も
マ
ダ
ニ
は
い
ま
す
。 

 
噛
ま
れ
た
ら
、
自
分
で
マ
ダ
ニ
を
取
ら

な
い
で
皮
膚
科
で
処
置
を
！ 

 四
国
新
聞
「
一
日
一
言
」
よ
り 

「
こ
の
季
節
、
あ
ぜ
道
で
草
刈
り
を
し
た

ら
い
つ
の
間
に
か
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
、
足
な

ど
が
腫
れ
上
が
っ
た
人
も
少
な
く
な
い

だ
ろ
う
。
ダ
ニ
は
一
緒
に
散
歩
し
た
犬
の

毛
な
ど
の
中
か
ら
見
つ
か
る
こ
と
も
あ

る
。
▼
六
月
下
旬
、
高
松
市
で
マ
ダ
ニ
が

媒
介
す
る
と
さ
れ
る
「
重
症
熱
性
血
小
板

減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
」
に
七
十
代

の
男
性
が
感
染
し
、
死
亡
し
た
。
県
内
の

マ
ダ
ニ
感
染
症
に
よ
る
死
者
は
四
年
ぶ

り
。
▼
二
〇
一
三
年
に
国
内
で
初
め
て
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
感
染
が
報
告
さ
れ
て
以
来
、
感
染

地
域
は
西
日
本
が
中
心
だ
っ
た
が
、
ど
う

や
ら
関
東
ま
で
広
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

国
立
感
染
症
研
究
所
な
ど
の
調
査
で
、
初

め
て
千
葉
県
内
で
確
認
さ
れ
た
。
今
年
の

感
染
者
は
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
と
な

て
い
る
。
▼
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
の
ウ
イ
ル
ス
の
潜

伏
期
間
は
最
大
二
週
間
程
度
と
長
い
。
感

染
す
る
と
発
熱
や
嘔
吐
、
腹
痛
な
ど
の
症

状
を
ひ
き
お
こ
し
、
重
症
化
も
。
致
死
率

が
六
～
三
〇
％
と
高
く
、
今
の
と
こ
ろ
有

効
な
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
。
早
め

の
治
療
が
必
要
だ
。
▼
マ
ダ
ニ
は
ダ
ニ
目

の
中
で
は
大
型
の
部
類
で
、
通
常
一
ミ
リ

ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
血
を
吸
う
と
一
～
二

セ
ン
チ
に
膨
ら
む
。
噛
み
つ
く
と
体
に
長

く
付
い
て
血
を
吸
う
が
、
痛
み
は
少
な
く

気
づ
き
に
く
い
の
が
特
徴
。
▼
予
防
策
は

野
外
で
の
肌
の
露
出
を
減
ら
す
服
装
を

心
が
け
る
こ
と
。」 

 草
む
ら
に
入
る
と
き
は
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
姿
で
！ 

 
 
 

 

『ひだまり』
香川町川東下1190-1 
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丸
亀
町
ク
リ
ニ
ツ
ク
通
信
⑬ 

 
 

 
 

 

 薬
を
飲
ん
で
い
て
も
、

ど
う
し
て
血
圧
が
下
が

ら
な
い
の
？ 

◆
日
本
で
は
、
高
血
圧
の
患
者
さ
ん
は
約

四
千
三
百
万
人
い
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
う

ち
治
療
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
は
約
６

割
弱
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

近
年
、
様
々
な
降
圧
薬
の
登
場
で
高
血

圧
治
療
は
目
ざ
ま
し
く
発
展
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
治
療
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
の
約
半
数
は
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。 

 

◆
生
活
習
慣
病
の
改
善
に
加
え
、
三
剤
以

上
の
異
な
る
降
圧
薬
を
内
服
し
て
も

降
圧
目
標
に
達
し
な
い
も
の
を
「
治
療

抵
抗
性
高
血
圧
（
難
治
性
高
血
圧
）
」

と
言
い
ま
す
。
要
因
と
し
て
次
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

①
【
血
圧
測
定
上
の
問
題
】
動
い
た
直

後
や
気
が
焦
っ
た
り
怒
っ
た
時
は
血

圧
が
上
昇
し
ま
す
。
病
院
へ
行
く
と
緊

張
し
て
血
圧
が
上
が
っ
て
し
ま
う
白

衣
高
血
圧
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
腕

に
巻
く
カ
フ
（
腕
帯
）
が
小
さ
す
ぎ
る

と
血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。
心
を
穏
や

か
に
し
て
安
静
時
に
、
腕
に
合
っ
た
カ

フ
で
、
で
き
れ
ば
上
腕
で
血
圧
を
測
定

し
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
き
ち
ん
と
測
定

し
て
い
て
も
偽
性
高
血
圧
と
い
っ
て

高
度
の
動
脈
硬
化
に
よ
る
影
響
で
血

圧
値
が
高
く
出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。 

②
【
降
圧
薬
が
内
服
で
き
て
い
な
い
】

高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、
薬
を
飲
み
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。
一
回
飲
み
忘
れ

た
だ
け
で
血
圧
が
上
昇
し
て
し
ま
う

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー

の
活
用
な
ど
、
飲
み
忘
れ
を
し
な
い
工

夫
が
必
要
で
す
。 

③
【
生
活
習
慣
の
問
題
】
食
塩
の
過
剰

摂
取
、
肥
満
、
過
度
の
飲
酒
は
血
圧
を

上
昇
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
降

圧
薬
の
作
用
を
減
弱
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。
難
治
性
高
血
圧
の
治
療
に
減
塩

の
徹
底
は
極
め
て
重
要
で
す
。
肥
満
の

方
が
一
〇
㎏
減
量
す
る
と
血
圧
が
五

〜
二
〇mmHg

減
少
す
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
す
。
減
量
は
脂
質
異
常
症
、
糖

尿
病
な
ど
他
の
生
活
習
慣
病
の
改
善

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
摂
取
は
交
感

神
経
活
性
を
高
め
血
圧
を
上
昇
さ
せ

ま
す
。
節
酒
に
て
血
圧
が
下
が
る
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
④
【
血
圧
を
上

昇
さ
せ
る
薬
】
解
熱
鎮
痛
薬
、
ス
テ
ロ

イ
ド
剤
、
漢
方
薬
、
経
口
避
妊
薬
な
ど

に
は
血
圧
を
上
昇
さ
せ
た
り
、
降
圧
薬

の
効
果
を
減
弱
さ
せ
て
し
ま
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
先
生
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

⑤
【
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
】
眠
っ
て

い
る
間
に
呼
吸
が
止
ま
っ
た
り
、
呼
吸

が
浅
く
な
る
疾
患
で
す
。
無
呼
吸
、
低

呼
吸
で
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
昼
間
の

眠
気
が
強
い
方
は
一
度
精
査
し
ま
し

ょ
う
。
ご
自
宅
で
簡
単
に
受
け
ら
れ
る

検
査
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
の
要
因
を
除
外
も
し
く
は
改

善
し
て
も
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不

良
な
場
合
は
、
二
次
性
高
血
圧
、
慢
性

腎
臓
病
・
腎
不
全
の
可
能
性
が
あ
り
、

医
療
機
関
で
血
液
検
査
や
エ
コ
ー
検

査
な
ど
を
行
い
診
断
し
て
い
き
ま
す
。

血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
の
状
態
が

続
く
と
、
心
不
全
の
発
症
や
動
脈
硬
化

の
進
行
を
早
め
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
高
血
圧
の
治
療
は
、
か
か
り

つ
け
医
と
よ
く
相
談
し
な
が
ら
行
っ

て
い
く
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

豊
永
慎
二 



8:30 ～ 8:30 ～ 8:30 ～ 8:30 ～ 8:30 ～ 8:30 ～ 8:30 ～

訪問介護事業所 

ひだまりステーションひだまりステーション
　私達ひだまりステーションでは、｢住み慣れたご自宅で
いつまでも充実した生活をお送り頂く事｣をスローガン
に、訪問介護サービスの提供をおこなっております。
　新規開設に伴い、ヘルパーサービス対応可能時間をお
知らせさせて頂きます。是非、お気軽にご相談ください。

月 火 水 木 金 土 日

他の時間帯・要相談

事業所情報
事業所所在地

事業署名

事業所電話番号

事業所 FAX

事業所番号

サービス実施地域

加算の体制

〒761-1705　香川県高松市香川町川東下1190-1

訪問介護事業所  ひだまりステーション

087-899-6314

087-899-6315

3770110793（・訪問介護　・相当サービス　・サービスＡ）

高松市（島しょ部を除く）・三木町・さぬき市・東かがわ市・綾川町

初回加算、処遇改善加算Ⅰ、特定処遇改善加算Ⅱ

法人情報
運営法人
代表者名
法人所在地

香川県高齢者生活協同組合
代表理事　青梅 スミ江
〒761-1705　香川県高松市香川町川東下1190-1

お問合せ先 管理者 太田 美津穂080-3926-0965
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池
の
水
は
怖
い
が
尊
い 

 
 

み
ん
な
泳
げ
る
よ
う
に
な
ろ
う 

 

生
ま
れ
つ
き
根
が
単
純
な
も
の
だ
か

ら
、
も
の
を
書
く
仕
事
が
二
つ
も
重
な
る

と
つ
い
つ
い
ペ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
は
走

ら
な
く
な
る
。
で
、
何
と
は
な
く
言
い
訳

め
い
た
書
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
今
回

も
そ
の
通
り
。 

思
い
返
し
て
み
る
と
、
こ
の
香
川
県
高

齢
協
の
機
関
誌
に
文
を
載
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
初
代
理
事
長
に
今
は
亡
き

中
村
大
肖
氏
が
就
任
し
て
か
ら
間
も
な

く
だ
っ
た
か
ら
、
か
な
り
長
い
。
古
い
組

合
員
の
お
一
人
か
ら
、
「
こ
の
文
が
あ
る

か
ら
機
関
誌
を
読
む
の
は
楽
し
い
」
な
ど

と
お
だ
て
ら
れ
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。 

人
生
経
験
も
う
す
っ
ぺ
ら
な
非
才
ゆ

え
題
に
す
る
話
柄
に
詰
ま
り
、
運
筆
は
滞

る
。
編
集
担
当
の
Ｔ
さ
ん
か
ら
催
促
の
声

を
か
け
ら
れ
て
は
大
慌
て
で
ペ
ン
を
握

る
の
で
あ
る
。 

こ
ん
な
楽
屋
裏
の
恥
を
さ
ら
す
の
も

さ
も
し
く
題
材
を
あ
さ
っ
て
の
果
の
こ

と
。
余
題
は
擱
（
お
）
こ
う
。 

 

 
 

弘
法
大
使
が
修
築
し
た
満
濃
池 

 

今
年
の
梅
雨
は
早
く
入
っ
た
が
、
明
け

近
く
大
雨
が
集
中
し
て
災
害
を
引
き
起

こ
し
た
。
あ
な
た
ま
か
せ
の
空
頼
み
だ
か

ら
、
人
間
の
考
え
通
り
に
な
ら
な
い
の
は

当
然
な
が
ら
、
降
水
量
の
加
減
ぐ
ら
い
は

何
と
か
思
い
が
聞
き
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
は
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
、
空
を

見
上
げ
て
し
ま
う
。 

天
神
様
は
祭
壇
を
設
け
て
祈
り
、
雨
乞

い
を
成
功
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
の
一
事
だ
け
で
も
菅
原
道
真
公
は
偉

い
。
神
格
を
贈
ら
れ
て
不
思
議
で
な
い
。 

 

讃
岐
国
の
水
不
足
を
案
じ
て
満
濃
池

を
修
築
し
、
貯
水
量
を
増
や
し
て
農
民
の

労
苦
を
安
じ
た
お
大
師
さ
ま
も
、
こ
の
国

で
は
大
き
く
て
深
い
信
仰
を
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
小
さ
な
山
の
陰
に
も
小
さ
な
池

が
築
か
れ
て
い
て
。
水
を
溜
め
よ
う
と
努

め
ら
れ
て
い
る
県
民
の
働
き
も
見
逃
し

て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 

そ
の
反
面
、
そ
の
小
さ
な
池
で
毎
年
幼

い
子
供
の
生
命
が
失
わ
れ
る
現
実
か
ら

や
り
き
れ
な
い
悲
し
み
を
忘
れ
ら
れ
な

い
。 あ

ち
ら
を
立
て
れ
ば
こ
ち
ら
が
立
た

な
い
リ
ク
ツ
は
あ
る
も
の
の
、
、
小
学
生

時
代
に
水
の
犠
牲
か
ら
子
供
を
守
り
き

る
手
だ
て
が
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

も
う
少
し
学
校
時
代
に
水
泳
教
育
を
徹

底
し
、
泳
げ
な
い
子
供
は
い
な
い
と
い
う

状
況
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
初
め

て
水
に
浮
か
ぶ
体
験
は
み
ん
な
怖
い
。
そ

の
恐
怖
心
は
か
く
書
く
（
猫
さ
ん
）
に
も

な
く
は
な
い
の
だ
が…

…

。 

 

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

斑
ド
ラ
猫 
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        ２０21年 8・9月 行事案内 

 

新型コロナウイルス感染症拡大のため、高齢協主催や協賛の夏祭りのイ

ベントや盆踊り大会などが、軒並み中止になりました。 

とても残念なことですが、組合員のみなさん、日々気持ちを明るく、前

向きに、体力維持に努め、夏の暑さを乗り切りましょう！ 

お困りごとやお問い合わせ等があれば高齢協本部まで連絡ください。 

お問い合わせは、 

■連絡先 高齢協本部 ☎087-899-6311 

   コロナ対策、怠りなく！今まで以上に注意しましょう！          

           

ご一緒に楽しみませんか? 

♠高松教室(高齢協本部) 

♠高齢協合唱団「それいゆ」（10時〜12時）       ◆ひだまり麻雀会☎津田 090-2895-3347 

☎田岡 090-4785-8478                      ・毎月水曜日の 2回～3回 

♠高齢協劇団「エルダーキャッツ」(18時３０分～２１時)    

☎小西 090-1003-8568                  ◆ダンスを楽しむ会 

♠さんぽ会・里山ウオーク                     ・毎週金曜日(１3時～１5時) 

☎吉田 090-5809-8400 岩田 080-3160-0227          木太コミュニティセンター 

♠讃木会☎三宅 090-7141-7297                  ☎木村 090-4501-3423 

♠夢を見る会 ☎木村 090-4501-3423          ◆詰田川自然農園☎三村 090-5915-0372        

♠ボウリング同好会 ☎嶋岡 080-3166-2342      ♣西讃地域センター 

            ♣琴平コーラス ミュゲ（１０時～１２時） 

                ☎山本 090-4787-4882  

♣琴平・ダンス教室（１３時～１７時） 

ダンス十八番 

 ☎日野 090-3188-1672 

♣歌声「さつき」☎宮崎 090-2781-0488 

★ご意見・お問い合わせは各部会の代表または高齢協本部まで 高齢協本部☎087-899-6311 


